
　
広
島
県
立
神
辺
旭
高
校
は
、
育
成
を

目
指
す
５
つ
の
資
質・能
力
を
設
定
し
、

そ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
指
導
改
善

を
図
っ
て
い
る
。
改
善
の
ツ
ー
ル
と
し

て
い
る
の
が
、
各
資
質
・
能
力
を
発
揮

し
た
時
の
生
徒
の
姿
を
４
段
階
で
記
述

し
た
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
だ
。
そ

の
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、
単
元
の
ね
ら
い
と
そ

れ
を
達
成
す
る
た
め
の
指
導
計
画
、
観

点
別
の
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
単
元
計
画

を
、
教
科
・
科
目
ご
と
に
作
成
す
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
基
に
授
業
を
行
い
、

授
業
後
、
目
標
の
到
達
度
を
観
点
別
に

検
証
し
て
課
題
を
把
握
し
、
指
導
計
画

を
見
直
し
た
り
、
生
徒
の
助
言
に
生

か
し
た
り
し
て
い
る
。
カ
リ
マ
ネ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
上う

え
む
ら村

同校の授業改善の取り組み
本誌８月号・特集 P.19〜24を
ご覧ください。マスタールーブ
リックも掲載しています。

同校の新教育課程と
その編成に向けた取り組み
本誌４月号・特集 P.16〜19を
ご覧ください。

＊１　「知識・技能」「協働的課題解決力」「思考力・判断力」「表現力」「主体性」の５つ。

主
幹
教
諭

小
野
塚
慎
一
郎　

お
の
づ
か
・
し
ん
い
ち
ろ
う

教
職
歴
21
年
。同
校
に
赴
任
し

て
１
年
目
。地
理
歴
史・
公
民
科
。

教
務
主
任

梅
村
嘉
雄　

う
め
む
ら
・
よ
し
お

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
理
科
。

教
育
情
報
部
主
任

西
村
　
由　

に
し
む
ら
・
ゆ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
理
科
。

カ
リ
マ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

推
進
リ
ー
ダ
ー
、
１
学
年
担
任

上
村
　
純　

う
え
む
ら
・
じ
ゅ
ん

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
英
語
科
。

•育成を目指す５つの資質・能力（＊１）のマスタールーブ
リック（本誌８月号P.19に掲載）を基に、各教科が単元
ごとのルーブリックを作成。５つの資質・能力と観点別評
価の３観点をひもづけ、３観点をどのように評価するか、
評価計画を盛り込んだ単元計画を各教科で立案し、目標・
指導・評価の一体化を図る。

•評価材料は、単元ごとの目標の到達度の検証に用いる。１
学期の結果を踏まえて２学期の単元計画を変更したり、生
徒への助言に活用したりする。

•パフォーマンス課題を積極的に実施し、評価材料とする。

•観点別評価を評定に総括する際には、定期考査や小テス
トなど、その観点の点数及びルーブリックによる評価の点
数を合算する。なお、ルーブリックによる評価では、「ＡＡ」
「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「ＣＣ」の5段階とし、さらに点数化する。
そして、100 点満点に換算した数値に対して、A・B・C
をつける。

•最終的な５段階評価は、「知識・技能」「思考・表現・判断」
「主体的に学習に取り組む態度」の３観点を100点満点換
算したものを、２：２：１（全教科共通）の比率で合計し、
その数値を基に５段階で評定をつける。

学習評価の全体の方針

観点別評価を評定に総括する方針

観点別評価の結果を検証し、
課題をより明確にして、指導改善を図る
研究授業などを通じて全教科で試行錯誤しながら、観点別学習状況の評価（以下、観点別評価）を実践して
いる広島県立神辺旭高校。観点別評価によって、課題をより具体的に把握し、指導計画や問題作成の方針な
どの指導改善を進めている。

広島県立神
か ん

辺
な べ

旭
あさひ

高校
実践事例

3

◉
指
導
・
学
習
改
善
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

単
元
計
画
に
３
観
点
を
明
記
し
、

観
点
別
に
課
題
を
把
握
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純
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「評
価
結
果
を
観
点
別
に
見
通
し
た

と
こ
ろ
、他
の
観
点
に
比
べ
て
、『
思
考・

判
断
・
表
現
』
が
芳
し
く
な
い
生
徒
が

多
い
こ
と
に
気
づ
き
、
英
語
科
と
し
て

重
視
す
る
表
現
力
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
、
授
業
を
見
直
し
ま
し
た
。
観
点
別

に
見
取
る
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
」

　ま
た
、
各
教
科
と
も
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
を
積
極
的
に
実
施
し
、「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
や
「
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
材
料
と

し
て
い
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の

実
施
は
、
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向
上
だ

定期考査の振り返りを、生徒が自身の学習を見直す機会に

　１学年の「生物基礎」では、生徒の提出物を「主体的
に学習に取り組む態度」の評価材料としている。以前は、
問題集の中の定期考査の出題範囲に該当する問題を宿
題として課し、提出状況を評価していたが、現在は、授
業プリントの書き込みや授業・単元ごとの振り返り、定
期考査の振り返りと次の目標、その達成状況を記入した
ポートフォリオなどを評価材料としている。授業の振り
返りでは、授業内容をきちんと理解しているか、定期考
査の振り返りでは、振り返りが学習改善につながってい
るかに着目し、その記述を評価。振り返りをしても点数
が伸びなかった場合や、学習に生かせるような振り返り
ができていない場合には、学習方法や学習計画につい
ての助言をポートフォリオに記入することもある。
　「振り返りと学習改善が定期考査の結果につながった
といった成功体験が得られれば、さらに学習方法を工夫
してみようとするなど、学習意欲の向上につながるので
はないかと期待しています。目標は、進路選択にも生き
るような主体性を育むことです。そうした評価のあり方
を、教科の枠を超えて追究していきます」（梅村先生）

生物基礎理科

パフォーマンス課題の作成を通じて、指導力が向上

　体育科１学年の「歴史総合」では、単元末に「思考・
判断・表現」を測るパフォーマンス課題を出し、生徒個々
の達成度を、教師がルーブリックを用いて評価している。
時代背景や地域が異なる複合的なテーマについて、歴史
用語を用いて説明する課題で、生徒は授業中に取り組み、
提出する。学習内容を統合して考える課題を難解と感じ
たのか、最初、生徒はあまり熱心に取り組んでいなかっ
た。そこで教師は、ルーブリックで１つ上の基準の評価
を獲得できる方法などを示し、提出した課題の取り組み
状況に対しても適宜フィードバックするようにした。す
ると、２学期に入って、課題の意図を把握できていると
うかがえる解答が増えた。
　「単元末に行う学習評価では、『思考・判断・表現』の
評価が『Ａ』となる生徒が増えています。そうした生徒
の成長をしっかりと見取り、思考力や判断力を発揮して
取り組む課題を設定できるよう、学習評価を活用した指
導改善に燃えています。生徒の状況を見計らって課題を
出すなど、生徒の次の学習につながる単元計画を、より
丁寧に考えるようになりました」（小野塚先生）

歴史総合地理歴史・公民科

図 指導共有授業シート（３学年・化学）

※学校資料をそのまま掲載。

「本校の育てたい生徒
像」を常に意識できる
よう明記

評価材料と評価基準
を、箇条書きで明記

３観点それぞれの指導
上の留意点を明記

「知識・技能」「思考・判
断・表現」「主体的に学
習に取り組む態度」の
３観点のうち、力を入
れて指導する観点に☆
をつける

「指導共有授業シート」
は、公開研究授業で配
布するもので、教師間
で指導計画を共有する
資料の１つだ。2021
年度の書式から、３観
点でどのように指導
し、評価するのかを明
記する形に改善した。
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け
で
な
く
、
課
題
の
作
成
を
通
じ
た
教

師
の
指
導
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。
化
学
担
当
の
教
育
情
報
部
主
任

の
西
村
由ゆ

う

先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「『
ア
フ
タ
ー
課
題
』
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
生
徒
を
見
て
、
生
徒
に
課
題
を

選
ぶ
理
由
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、
学

習
意
欲
が
高
ま
る
と
い
う
仕
か
け
に
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
関
心

や
ニ
ー
ズ
も
把
握
で
き
る
の
で
、
新
し

い
課
題
を
考
え
た
り
、
問
い
の
難
易
度

を
検
討
し
た
り
す
る
際
の
情
報
源
に
も

な
り
、指
導
改
善
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」

　
全
校
を
挙
げ
て
観
点
別
評
価
に
取
り

組
む
同
校
は
、
２
０
２
２
年
12
月
、「
新

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
評
価
の
場
面

の
工
夫
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
開
研
究

授
業
を
行
い
、
各
教
科
の
実
践
を
共
有

し
た
（
図
）。
当
日
は
、
３
学
年
「
国

語
基
礎
演
習
」「
化
学
」、
２
学
年
「
ス

ポ
ー
ツ
Ⅱ
」、
１
学
年
「
数
学
Ａ
」「
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」
の
授
業

を
公
開
。
事
後
研
究
で
は
、
評
価
方
法

の
工
夫
を
共
有
し
な
が
ら
、
評
価
の
結

果
を
ど
う
指
導
改
善
・
学
習
改
善
に
生

か
す
の
か
を
議
論
し
た
。
教
務
主
任
の

梅
村
嘉よ

し

雄お

先
生
は
、次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て

い
る
評
価
観
が
浸
透
し
き
っ
て
い
な
い

た
め
、
教
師
の
関
心
は
評
価
方
法
に
向

き
が
ち
で
す
。
現
在
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
す
る
段
階
で
す
が
、
目
標
と
評

価
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
指
導
を
検

証
し
、
改
善
す
る
『
指
導
と
評
価
の
一

体
化
』
の
趣
旨
を
外
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
公
開
研
究
授
業
は
、
そ
の
趣
旨
を

確
認
し
な
が
ら
、
学
年
や
教
科
を
超
え

て
実
践
を
共
有
す
る
場
と
し
、
普
段
か

ら
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
行
い
ま
し
た
」

　
主
幹
教
諭
の
小
野
塚
慎
一
郎
先
生

は
、教
科
学
習
で
培
っ
た
思
考
力
や
判

断
力
等
を
、
ほ
か
の
教
育
活
動
で
も
活

用
で
き
る
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
に
高

め
た
い
と
語
る
。

　「
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用

し
て
、
各
教
科
が
様
々
な
面
か
ら
生
徒

を
刺
激
す
る
と
と
も
に
、
目
標
に
準
拠

し
た
授
業
が
で
き
て
い
る
か
を
評
価
す

る
こ
と
が
、
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
の

育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

＊２　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活
動」、そこで得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

生徒が取り組みたくなる課題のテーマと出し方を工夫

　３学年の「化学」では、新学習指導要領の趣旨を踏ま
えて、「主体的に学習に取り組む態度」を評価し、生徒
の学習改善を図っている。その方法は、授業で取り組
んだパフォーマンス課題等に関連する複数の「アフター
課題」を、家庭学習の課題として提示するというもの。
例えば、潜水病について知識構成型ジグソー法＊２で学
んだ授業では、「エキスパート課題をよく理解できな
かったから、気体の溶解度を復習する」「看護・医療系
を目指しているから、潜水病への対処法を調べてまと
める」など、生徒は、自身の理解度や興味・関心、希
望進路に合わせて課題を選んで取り組み、提出した。
　「問題演習を一律に宿題とすると、解答を写して提出
する生徒が多くいました。そこで、自分が学びたいこと、
学習すべきことを考えて選んで課題に取り組み、それが
評価される機会があれば、意欲的に自学できるのではな
いかと考え、『アフター課題』を取り入れました。すると、
提出率も記述内容も期待以上で、『主体的に学習に取り
組む態度』を育成し、学習改善につながる取り組みとし
て、手応えを感じています」（西村先生）

化学理科

生徒の変容を可視化するための仕組みを模索

　英語科では、定期考査などで、設問ごとに３観点を
示し、生徒に３観点を意識させるとともに、その解答状
況を学習評価の材料としている。22年度の１学年では、
１学期末に各観点の評価結果を確認したところ、「思考・
判断・表現」は他の観点よりもＡがつく生徒が少なかっ
た。知識の暗記は得意だが、アウトプットが苦手な生徒
が多いことが浮き彫りになった。そこで、２学期の指導
計画を見直し、「英語コミュニケーションⅠ」で「思考・
判断・表現」につながる、書く活動を強化した。
　単元の最初と最後に、同一のルーブリックによる生徒
の自己評価を実施。その結果から生徒が苦手とする箇所
を把握し、指導改善の材料としている。また、生徒が単
元を通してできたことと課題を把握できるよう、振り返
りの自由記述欄を設けたところ、多くの生徒が、今後の
学習で気をつけるべき点を書いた。ただ、「文法の大事さ
を痛感した」といった記述にとどまる生徒も一定数いた。
　「成長しているか、より深い学びになっているかを記
述から読み取ることは難しく、生徒に自身の変容をどう
言語化させるか、試行錯誤を続けていきます」（上村先生）

英語コミュニケーションⅠ英語科

◉
展
望

教
科
や
学
年
を
超
え
、

学
習
評
価
の
知
見
を
語
り
合
う

どうすればつながる？　観点別評価と指導・学習改善特集
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